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成
人
の
日
を
迎
へ
ら
れ
た
方
々
に

本
年
中
に
於
て
夫
々
の
諸
君
が

名
実
共
に
国
家
社
会
の
一
成
人

と
な
り
、
国
民
と
し
て
権
利
と

義
務
を
共
有
す
る
立
派
な
一
個

人
と
な
ら
れ
る
こ
と
は
皆
様
や

御
父
兄
と
共
に
誠
に
慶
祝
に
堪

へ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

言
う
迄
も
な
く
青
年
諸
君
の
本

質
は
そ
の
は
ち
き
れ
る
若
さ
と

燃
ゆ
る
が
如
き
情
熱
に
あ
る
と

思
う
。

若
さ
と
は
新
鮮
に
し
て
率
直
で

あ
り
、
情
熱
と
は
同
化
力
で
あ

り
実
践
力
で
あ
ろ
う
、
顧
う
に

諸
君
の
過
去
は
不
幸
に
し
て
戦

争
に
苦
閣
し
野
田
に
う
ち
の
め

‘
さ
れ
更
に
健
全
な
る
民
主
国
家
．

建
設
の
途
上
に
あ
っ
て
今
日
成

人
と
し
て
の
諸
君
を
迎
え
る
社
．

会
の
状
態
も
亦
決
し
て
美
し
い

楽
園
で
は
な
い
。
、

そ
の
変
転
す
る
ス
ピ
ー
ド
は
実

村
　
　
長

黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

に
目
ま
ぐ
る
し
く
寸
時
の
油
断
…
て
只
管
自
己
の
完
成
と
杜
会
の

も
出
来
ぬ
実
態
で
あ
る
。
．

こ
の
実
態
に
直
面
し
て
諸
司
の

純
情
な
る
感
覚
は
何
を
把
握
し

何
を
追
求
す
る
で
あ
ろ
う
か
、

こ
の
国
家
社
会
の
発
展
に
対
す

る
強
烈
な
る
思
慕
こ
そ
は
諸
君
、

の
生
命
で
あ
る
。

然
し
て
今
日
ほ
ど
こ
の
純
情
な

思
慕
に
燃
ゆ
る
青
年
こ
そ
我
が

国
家
社
会
が
求
め
て
止
ま
な
い

秋
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
時
代
感
覚
の
鋭
敏
さ
と

情
熱
的
な
行
動
力
に
富
む
諸
君

の
奮
起
と
協
力
を
緊
要
と
す
る

現
状
に
直
面
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

諸
君
は
成
人
と
な
っ
た
そ
の
日

よ
り
独
立
し
た
自
由
人
で
あ
る

．
こ
と
を
自
覚
し
、
日
本
民
族
と

し
て
の
ほ
こ
り
を
持
ち
、
己
の

醜
悪
と
妥
協
す
る
こ
と
な
く
社

会
悪
に
感
染
せ
ず
勇
気
を
も
つ式人成

．
　
　
「

木

松

美

建
設
に
単
明
率
直
に
し
て
強
固

な
る
意
慾
を
捧
げ
ら
れ
た
い
、

特
に
新
生
活
運
動
に
つ
い
て
は

諸
君
こ
そ
遵
法
実
践
の
行
動
者

と
し
て
垂
範
さ
れ
る
こ
と
を
希

望
す
る
。

又
成
人
諸
君
の
重
大
な
る
体
験

の
第
一
歩
は
政
治
へ
の
参
与
で

ニ
ニ
コ
　
　
コ
ニ
コ
　
　
　
　
ニ
ニ
コ
コ
ニ
　
コ

あ
る
選
挙
に
よ
り
己
の
代
表
者

を
定
め
首
長
と
議
会
行
動
を
代

表
さ
せ
、
之
を
支
持
鞭
健
監
視

し
密
着
一
体
の
実
践
体
と
な
っ

て
自
主
的
に
権
利
と
義
務
を
履

行
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

今
や
新
日
本
の
建
設
は
諸
君
の

双
肩
に
あ
る
。

こ
の
秋
諸
君
の
如
き
有
為
の
成

人
を
多
数
迎
へ
る
意
義
は
竈
に

大
き
い
。

敢
へ
て
諸
君
の
自
戒
自
励
を
希

い
将
来
へ
の
発
展
と
幸
福
を
祈

る
次
第
で
あ
る
。

園
園

　
本
村
議
会
臨
時
会
は
一
月
三

十
一
日
午
前
十
時
村
議
会
議
場

に
招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
間
で

議
案
九
件
請
願
二
件
の
審
議
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
通
り

可
決
確
定
し
ま
し
た
。

◎
議
案
第
一
号
申
学
校
増
築

事
業
資
金
の
起
債
に
つ
い
て

　
村
立
東
郷
中
学
校
は
、
昭
和

三
十
六
年
度
に
生
徒
が
増
加
し

教
室
が
不
足
す
る
た
め
本
年
度

校
舎
を
増
築
（
普
通
教
室
四
十
）

す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
経
費

と
し
て
参
百
万
円
以
内
の
起
債

を
な
す
こ
と
の
議
案
で
原
案
の

通
り
可
決
し
た
。
、

◎
議
案
第
二
号
予
算
外
義
務

負
担
に
つ
い
て

　
本
村
畜
産
振
興
の
一
儲
と
し

て
、
東
郷
村
農
業
協
同
組
合
及

び
寺
迫
農
業
協
同
組
合
が
村
と

の
契
約
に
よ
り
、
昭
和
三
十
五

度
に
お
い
て
組
合
員
に
貸
付
け

た
優
良
基
礎
牝
牛
及
び
、
肥
育

基
礎
牛
の
導
入
資
金
に
対
す
る

利
子
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
村

が
補
助
す
る
こ
と
の
議
案
で
原

案
の
通
り
可
決
し
た
。

　
昭
和
三
十
六
年
度
に
お
い
て

優
良
基
礎
牝
牛
三
十
頭
肥
育
基

礎
牛
五
十
頭
の
融
資
額
二
百
二

十
五
万
円
に
対
す
る
年
利
一
割

二
分
を
全
額
補
助
す
る
。
　
．

團

固

　
昭
和
三
十
七
年
度
に
お
い
て

優
良
基
礎
牝
牛
三
十
頭
分
の
未

償
還
元
金
八
十
万
円
に
対
す
る

年
利
一
割
二
分
に
つ
い
て
百
分

の
五
十
補
助
す
る
。

◎
議
案
第
三
号
　
急
性
灰
白
髄

炎
予
防
接
種
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
急
性
灰
白
炎
（
小
児
麻
痺
）

患
者
の
急
激
な
増
加
に
伴
い
、

こ
の
予
防
を
強
化
す
る
た
め
予

防
接
種
を
行
う
必
要
が
あ
り
、

こ
の
場
合
の
取
り
扱
い
を
定
め

た
条
例
で
原
案
の
通
り
可
決
し

た
。◎

議
案
第
四
号
　
村
有
財
産
（

統
一
地
）
の
条
件
変
更
に
つ
い

て
、

　
村
有
財
産
、
五
玉
登
八
十
二

番
原
野
三
反
、
全
八
十
八
番
ノ

　一

ｴ
野
四
町
九
反
五
二
は
、
部

落
有
林
野
統
一
に
よ
っ
て
、
大

正
十
二
年
田
野
門
か
ら
村
に
条

件
を
付
し
て
統
一
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
実
情
に
そ
わ
な
い

の
で
そ
の
条
件
を
変
更
す
る
議

案
で
原
案
の
通
り
可
決
し
た
。

◎
議
案
第
五
号
　
村
有
財
産
の

設
置
及
び
貸
与
に
つ
い
て

　
宮
崎
地
方
法
務
局
東
郷
出
張

…
所
事
務
所
の
建
物
（
村
有
）
は

．
老
朽
甚
だ
し
く
危
険
で
あ
る
た

め
、
大
字
山
陰
丙
千
三
百
五
十

一
番
地
ノ
三
に
改
築
し
（
建
坪

三
十
四
坪
）
宮
崎
地
方
法
務
局

．
に
有
料
で
貸
与
す
る
こ
と
の
議

案
で
原
案
の
通
り
可
決
し
た
。

◎
議
案
第
六
号
村
有
財
産
の

取
得
に
つ
い
て

　
議
案
第
五
号
に
よ
る
法
務
局

東
郷
出
張
所
事
務
所
敷
地
を
購

入
す
る
議
案
で
原
案
の
通
り
可

決
し
た

◎
議
案
第
七
号
昭
和
三
十
五

年
度
東
郷
村
才
入
才
出
予
算
の
」

追
加
更
正

　
法
務
局
東
郷
出
張
所
事
務
所

の
改
築
及
び
、
敷
地
購
入
費
百

三
十
八
万
円
余
、
東
郷
中
学
校

増
築
工
事
費
六
百
五
十
三
万
八

千
五
百
円
、
伝
染
病
予
防
及
び

急
性
灰
白
髄
炎
対
策
費
六
十
二

万
六
千
二
百
六
十
円
、
東
郷
村

．
農
協
有
線
放
送
施
設
補
修
費
補

助
六
十
万
円
、
内
ノ
ロ
林
道
二

期
工
事
負
担
金
百
万
円
が
追
加

の
重
な
も
の
で
、
そ
の
他
諸
経

費
の
追
加
を
合
せ
、
追
加
二
一
．

千
百
五
十
九
万
六
千
百
十
円
、

更
正
額
三
十
万
七
千
二
百
円
を
，

原
案
の
通
り
可
決
し
た
。

　
な
お
今
回
の
追
加
議
決
に
伴
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

い
、
予
算
総
額
は
、
八
千
八
百

五
十
四
万
七
千
八
百
九
十
円
と

な
っ
た
。

◎
議
案
第
八
号
　
昭
和
三
十
五

年
度
東
郷
村
国
民
健
康
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
漫
才
入
才
出
予

算
の
追
加
更
正
に
つ
い
て

　
保
険
給
付
費
八
十
九
万
円
が
「

追
加
の
重
な
も
の
で
、
そ
の
他
一

諸
経
費
と
合
せ
、
追
加
額
九
十

　
一
万
五
千
二
百
円
を
原
案
の
通

り
可
決
し
た
。

　
な
お
今
回
の
追
加
に
伴
い
予

算
総
額
は
、
九
百
九
十
九
万
七

千
百
五
十
円
と
な
っ
た
。

◎
議
案
第
九
号
　
昭
和
三
十
五

年
度
東
郷
村
国
民
健
康
保
険
事

．
業
勘
定
特
別
会
計
平
入
三
巴
予

算
の
追
加
更
正

　
診
療
所
水
道
施
設
費
十
万
七

千
円
の
追
加
が
重
な
も
の
で
、

そ
の
他
の
諸
経
費
と
合
せ
、
十

三
万
二
百
円
の
追
加
を
原
案
の

．
通
り
可
決
し
た
。

　
な
お
今
回
の
追
加
に
伴
い
予

算
総
額
は
、
七
百
三
十
四
万
七

千
三
百
六
十
円
と
な
っ
た

◎
請
願

1
広
瀬
護
岸
工
事
の
部
落
負
担

　
金
に
対
す
る
村
費
助
成
方
に

　
つ
い
て
（
広
瀬
組
合
長
提
出
）

2
澱
粉
工
場
施
設
費
に
対
す
る

　
村
費
助
成
方
に
つ
い
て
（
寺

　
迫
農
協
長
提
出
）

以
上
二
件
に
つ
い
て
は
、
先

議
会
に
お
い
て
経
済
部
委
員

会
に
審
査
を
付
託
さ
れ
て
い

た
が
、
全
委
員
会
で
審
査
の

結
果
、
請
願
を
採
決
す
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
と
決
定
し

今
議
会
に
委
員
長
か
ら
報
告

が
あ
り
、
審
議
の
結
果
委
員

会
決
定
通
り
採
択
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃

林
業
先
進
地
を
視
察
し
て

迫
之
内
　
佐
　
藤
　
吾

今
回
村
の
指
導
奨
励
を
目
的
と

し
た
林
業
視
察
に
私
共
無
名
が

参
加
が
さ
せ
て
戴
き
、
多
く
の

す
ぐ
れ
た
知
識
を
得
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す

　
一
月
二
十
五
日
鹿
児
島
経
由
で

熊
本
県
に
入
り
最
初
に
尋
ね
た

処
が
水
俣
病
で
お
な
じ
み
の
水

俣
市
か
ら
北
に
汽
車
で
三
十
分

の
と
こ
ろ
に
あ
る
湯
の
浦
町
で

す
。前

に
不
知
火
で
有
明
な
有
明
湾

を
控
え
緑
一
色
の
見
事
な
ま
つ

　
　
へ

山
を
背
に
し
た
活
気
に
あ
ふ
れ

た
町
と
い
っ
た
印
象
で
し
た
。

こ
こ
が
、
ま
つ
の
短
早
期
造
林

で
有
名
な
芦
北
林
業
の
中
心
地

…
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
私
達
が
た
つ
ね
た
湯
浦
森
林
組

」
合
で
は
、
大
変
熱
心
に
芦
北
林

一
業
の
特
色
に
つ
い
て
説
明
し
て

一
く
れ
ま
し
た
。
・

一

近
年
木
材
需
要
の
逼
迫
と
共
に

造
林
の
方
法
が
「
早
期
育
成
」

の
方
向
に
む
か
っ
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
レ
た
が
、
芦
北
地
方

で
は
明
治
の
頃
か
ら
こ
の
よ
う

な
企
業
性
の
高
い
経
管
方
式
を

取
り
入
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
の
端
的
な
例
と
し
て
、
こ
こ

の
組
合
長
は
「
自
分
の
代
に
な

っ
て
二
回
伐
採
し
た
が
、
三
回

目
が
十
三
年
に
な
っ
て
い
る
の

で
も
う
一
回
は
伐
れ
る
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。

短
伐
（
二
〇
年
位
）
で
あ
っ
て

も
町
当
り
の
材
積
が
比
較
的
多

い
と
い
う
の
も
、
密
植
（
町
当

五
、
O
D
O
本
）
で
通
直
な
材

が
取
れ
る
た
め
と
そ
の
土
地
に

適
し
た
生
長
の
良
い
品
種
、
　
（
．

モ
ド
マ
ヅ
と
い
っ
て
半
黒
）
を

選
ん
で
い
る
か
ち
で
あ
り
ま
し

よ
う
。

造
林
の
方
距
　
…
特
に
変
っ
て
い

な
い
よ
う
で
す
が
、
飯
肥
林
業

の
よ
う
に
、
木
場
作
を
利
用
し

て
い
る
の
は
十
日
樹
の
生
長
を

早
め
る
の
に
効
果
が
あ
る
の
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

気
象
状
件
は
東
郷
村
と
、
ほ
と

ん
ど
同
じ
で
、
森
林
所
有
者
は

五
町
歩
未
満
め
人
が
全
体
の
八

割
引
そ
う
で
す
が
ら
こ
れ
も
良

く
似
て
い
る
よ
う
で
す
。

唯
、
雑
山
と
ま
つ
山
の
違
い
に

大
き
な
へ
だ
た
り
が
あ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
生
産
さ
れ
た
ま
つ
材
は

ほ
と
ん
ど
が
北
九
州
向
け
の
杭
…

木
だ
そ
う
で
す
。

早
く
か
ら
森
林
組
合
が
申
心
に

な
っ
て
販
売
面
の
開
拓
に
努
力

こ
の
写
ア
臓
湯
の
浦

町
に
て
、
、
・
惣
州
大
学

の
試
験
桃
記
視
察
中

の
も
の
。

中
央
は
モ
リ
シ
マ
ア

カ
シ
ヤ
で
左
側
の
ま

っ
と
同
じ
年
に
植
付

け
ら
れ
た
も
の
で
す

（
現
在
五
年
生
）
右

側
に
ユ
ー
カ
リ
が
植

え
て
あ
り
ま
す
。

（
モ
リ
シ
マ
ア
カ
シ

ヤ
は
元
来
肥
料
木
と

し
て
植
栽
さ
れ
て
い

た
の
で
す
が
生
長
が

早
い
の
で
パ
ル
プ
資

源
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
）
．

直
接
取
引
き
で
有
利
に
販
売
し
．

て
お
り
ま
す
。

協
同
組
合
と
し
て
の
森
林
組
合

の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
私
達
も

考
え
を
新
た
に
さ
せ
ち
れ
た
次

第
で
す
。

芦
北
林
業
の
視
察
を
終
え
た
翌

日
は
阿
蘇
山
麓
の
小
さ
な
町
、

小
国
町
を
尋
ね
．
飯
肥
や
日
田

と
並
ん
で
有
名
な
小
国
林
業
を

視
察
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
東
郷

村
か
ら
も
良
く
視
察
に
行
く
処

だ
そ
う
で
す
。

す
ぎ
一
色
の
造
林
地
と
、
そ
の

生
長
の
良
い
こ
と
は
ま
こ
と
に

驚
く
ば
か
り
で
す
。

土
地
は
肥
沃
で
あ
り
造
林
地
と

し
て
は
恵
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
．

す
が
、
小
国
林
業
の
今
日
を
築

き
上
げ
る
ま
で
に
は
相
当
古
く

か
ら
先
輩
の
努
力
が
あ
っ
た
こ

と
を
組
合
の
人
が
話
し
て
く
れ

し
た
。

こ
こ
は
森
林
組
合
が
木
材
市
場

を
経
営
し
て
お
り
、
年
間
二
億

円
に
近
い
売
上
げ
の
あ
る
こ
と

か
ら
み
て
も
、
生
産
と
販
売
が

組
合
を
中
心
に
う
ま
く
く
み
あ

わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま

す
。造

林
や
育
林
の
面
に
つ
い
て
は

特
に
変
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す

が
問
題
は
、
芦
北
で
も
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
山
に
対
す
る
考

え
方
、
即
ち
、
山
の
経
済
性
、

企
業
性
を
非
常
に
高
く
評
価
し

一
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
い
・

ま
す
。

…
私
達
は
そ
の
点
を
学
ん
だ
だ
け

で
も
大
き
な
収
獲
で
あ
っ
虎
と

喜
ん
で
お
り
ま
す
。

『
農
業
委
員
会
便
り
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
全
国
農
業
新
聞
の
斡
旋
に
つ

し
た
模
様
で
あ
り
、
今
は
組
合
「
い
て

員
の
委
託
に
よ
る
、
炭
鉱
と
の
一
最
近
農
業
基
本
法
の
制
定
に
つ

い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
報
道
を
通

じ
て
世
上
を
賑
は
し
て
い
る
が

こ
れ
は
ど
ん
な
こ
と
で
あ
っ
て

ど
の
よ
う
に
将
来
農
業
経
営
上

に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
か

お
互
い
に
深
い
関
心
を
持
た
ざ

る
を
得
な
い
が
、
刻
々
に
而
か

も
、
速
や
か
に
日
本
農
政
の
基

本
が
確
立
さ
れ
て
行
く
現
状
を

み
て
、
百
年
の
大
計
が
決
め
ら

れ
よ
う
と
す
る
に
は
、
そ
の
曲

り
方
が
余
り
に
急
で
は
な
い
か

今
少
し
我
々
農
業
者
の
意
見
を

充
分
取
入
れ
た
上
に
立
っ
て
基

本
法
の
制
定
を
為
す
べ
き
で
あ

る
と
、
有
識
者
の
中
に
は
心
配

の
声
も
起
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
情
と
農
民
の
声
を

聞
く
機
関
と
し
て
、
全
国
農
業

新
聞
が
農
民
代
表
機
関
で
あ
る

全
国
農
業
会
議
所
で
発
行
さ
れ

全
国
農
民
へ
愛
読
を
す
す
め
て

い
る
。

月
四
回
発
行
の
郵
送
料
共
一
ケ

月
四
十
円
で
全
国
農
業
委
員
会

で
斡
旋
を
し
て
お
り
、
本
村
で

も
約
二
十
部
が
月
々
読
ま
れ
て

い
る
。

希
望
の
向
は
農
業
委
員
会
へ
随

時
申
込
ま
れ
た
い
。

◎
自
作
農
組
合
の
発
足
と
役
員

決
定
に
つ
い
て

自
作
農
維
持
資
金
の
借
入
者
は

年
々
増
加
の
一
途
を
辿
り
、
昭

和
三
十
年
よ
り
三
十
五
年
迄
に

百
五
十
名
に
上
り
、
そ
の
借
入

額
も
一
、
一
二
〇
万
円
に
達
し

こ
れ
が
償
還
に
つ
い
て
は
、
農

業
委
員
会
や
農
協
は
啓
蒙
、
督

励
が
大
仕
事
と
な
っ
て
来
て
お

り
、
既
に
成
績
の
特
に
悪
い
者

に
つ
い
て
は
繰
上
げ
償
還
の
強

制
措
置
を
執
ら
れ
た
農
家
も
あ

る
。困

っ
た
事
に
は
そ
の
結
果
今
後

の
借
入
農
家
へ
の
貸
出
し
に
非

常
な
恵
影
響
を
及
ぼ
す
事
で
あ

る
。借

入
農
家
が
日
頃
か
ら
自
覚
し

て
償
還
金
の
準
備
を
す
る
こ
と

は
借
入
者
と
し
て
当
然
の
義
務

で
あ
る
が
、
思
う
通
り
に
な
ら

ぬ
こ
と
が
多
い
の
で
昭
和
三
十

一
年
置
借
入
者
の
申
合
せ
で
東

郷
村
貯
蓄
組
合
を
結
成
し
た
事

は
御
承
知
の
通
り
で
あ
る
が
、

こ
の
制
度
も
全
国
的
に
普
及
す

る
に
及
ん
で
同
組
合
を
法
的
に

制
定
す
る
事
が
義
務
づ
け
ら
れ

そ
の
組
合
内
容
も
更
ら
に
充
実

を
計
る
為
自
作
農
組
合
と
改
称

し
て
本
年
一
月
よ
り
発
足
す
る

事
と
な
っ
た
。

さ
き
に
農
林
大
臣
は
祝
辞
の
中

に
全
国
の
借
入
農
家
数
が
三
十

万
戸
に
及
び
そ
の
金
額
も
実
に

三
百
六
十
億
に
達
し
た
と
、
報

告
し
更
ら
に
本
年
度
は
一
三
〇

億
の
資
金
枠
を
設
定
す
る
と
発

言
を
し
て
お
り
本
年
度
に
於
け

る
本
村
割
当
も
相
当
の
枠
が
増

大
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る

併
し
そ
の
決
定
額
は
借
入
者
の

償
還
成
績
に
か
か
っ
て
い
る
の

で
、
改
組
に
当
っ
て
の
役
員
人

選
も
慎
重
を
期
し
全
員
へ
主
旨

の
徹
底
を
は
か
っ
た
上
で
次
の

通
り
決
定
し
た
。

糊
合
騨
渠
勘
作
羽
坂

鯛
組
継
長
海
野
繁
男
鑛

理
事
小
林
利
三
郎
　
福
瀬

〃〃〃〃〃〃

矢中佐山海
野田藤口野

矢
野
鶴
六
郎

　
馨
．
小
野
田

　
茂
　
八
重
原

秀
義
迫
野
内

九
一
　
鶴
ノ
内

春
吉
仲
　
深

　
　
　
坪
　
谷

理
事
矢
野
清
水
皿
谷

監
事
松
原
千
三
郎
　
羽
　
坂

〃
　
沖
田
　
米
実
田
野

蕪
塩
月
操
三
鼎

派出所便り

交
通
事
故
の

　
防
止
に
つ
い
て

，
交
通
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
・
　
．

昨
年
中
県
下
で
交
通
事
故
で
死

ん
だ
人
は
、
、
七
四
人
、
ケ
ガ
を

し
た
人
は
一
、
一
八
二
名
と
多

く
の
被
害
者
が
で
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
交
通
事
故
か
ら
身

．
を
守
る
に
は
、
車
を
運
転
す
る

人
も
歩
く
人
も
新
し
い
交
通
の
　
　
　
．

き
ま
り
を
よ
く
知
り
、
こ
れ
を

よ
く
守
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で

す
。と

く
に
、
歩
く
人
は
い
つ
も
交

通
事
故
に
対
し
て
は
い
ち
ば
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
“

弱
い
立
場
に
あ
っ
て
、
死
傷
し
　
　
、

た
人
の
う
ち
約
半
数
は
歩
く
人

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫨

そ
こ
で
今
回
は
、
歩
く
人
に
ぜ

ひ
知
っ
て
い
牝
だ
き
、
守
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
ジ

い
に
だ
か
ね
ば
な
ち
な
い
こ
と

を
の
、
べ
て
み
ま
し
よ
う
。
　
　
　
　
、

　
歩
行
者
は
次
の
よ
夕
な
O
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回

で
多
く
の
事
故
を
起
し
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
あ
ぶ
な
い
歩
き
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謡

た
は
絶
対
に
や
め
ま
し
よ
う
。

1
車
の
直
前
直
後
の
横
断
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫

2
路
上
の
あ
そ
び
。

3
め
い
て
い
し
て
ふ
ら
つ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

4
な
な
め
に
横
切
っ
て
。

5
車
に
飛
び
乗
っ
た
り
、
ぷ
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
諒

　
さ
が
っ
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
泌

6
左
側
を
歩
い
て
。

　
次
に
本
年
一
月
に
東
郷
村
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
「
癬

で
起
つ
た
交
通
事
故
を
お
知
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
“

せ
し
ま
し
よ
う
。

　
十
二
日
に
八
重
原
で
女
の
子

供
さ
ん
が
、
自
動
車
の
前
を
横

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憲

切
ろ
う
と
し
て
飛
出
し
、
ト
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
議
帽

ベ
ッ
ト
に
は
ね
ら
れ
、
十
四
日

に
は
出
口
部
落
の
道
路
で
小
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戴

い
女
の
子
供
さ
ん
が
一
人
で
遊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
，
」
、

ん
で
い
た
た
め
、
三
輪
車
に
は

ね
ら
れ
て
ケ
ガ
を
し
ま
し
た
。

次
に
二
十
七
日
に
は
大
内
原
の

近
く
の
荒
内
橋
で
三
輪
車
が
谷

川
に
転
落
し
ま
し
た
。

お
互
に
交
通
規
則
を
よ
く
守
り

事
故
を
起
し
た
り
、
事
故
か
ら

身
を
守
り
ま
し
よ
う
。

／

ρ

融纏譲瞬凶鹸



「‘

r
’

、

（2）昭和36年2月15日発行報村南東（第112号）

村
婦
協
共
進
会
報
告
書

一
ご
月
一
日
村
婦
協
の
共
進
会
が
開
催
さ
れ
て
各
部
落
か
ら
、

　
つ
た
。
こ
れ
は
そ
の
際
発
表
に
な
っ
た
実
践
記
録
で
あ
る
。

出
口
婦
人
会
の
あ
ゆ
み

（
一
）

日
頃
実
践
の
発
表
が
あ

東
郷
村
出
口
婦
人
会
　
会
長
　
鶴
田
フ
サ
子

私
は
出
口
婦
人
会
々
長
鶴
田
フ

サ
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
達
婦
人
会
は
e
あ
つ
ま
り
良

く
⇔
き
ま
り
良
く
⇔
終
り
良
く

と
い
う
三
つ
の
こ
と
を
念
頭
に

諸
会
合
を
も
ち
、
計
画
を
立
て

活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。
昭
和

三
十
五
年
四
月
よ
り
現
在
に
い

た
る
ま
で
の
活
動
内
容
と
今
後

の
問
題
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め

た
も
の
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

出
口
婦
人
会
は
3
2
名
の
会
員
よ

り
成
立
ち
、
そ
の
内
訳
は
6
0

才
以
上
が
6
名
、
5
0
才
以
上
が

5
名
⑩
才
以
上
が
一
。
名
、
3
0
台

が
7
名
、
2
0
台
が
4
名
で
あ
り

ま
す
以
上
申
上
げ
ま
し
た
よ
う

に
、
年
令
の
差
が
は
な
は
だ
し

く
、
し
た
が
っ
て
考
え
方
に
も

開
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

を
ま
と
め
る
に
は
人
の
和
が
一

番
大
切
だ
と
考
え
ま
し
て
、
共

同
作
業
と
会
の
運
営
と
を
む
す

び
つ
け
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

①
先
ず
運
営
資
金
造
成
の
目
的

で
薪
搬
出
を
請
負
い
全
会
員
が

出
動
（
延
六
十
四
人
）
資
金
一

万
四
千
八
拾
円
を
獲
得
し
ま
し

た
。②

次
に
農
閑
期
に
自
家
用
薪
の

共
同
採
集
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
出
口
共
有
林
の
造
林
予

定
地
内
の
支
障
木
を
全
会
員
出

役
し
て
、
伐
採
搬
出
一
切
を
共

同
作
業
で
分
配
も
公
平
に
し
伐

採
特
に
搬
出
作
業
は
重
労
働
で

あ
り
ま
す
の
で
、
若
い
会
員
は

率
先
搬
出
に
従
事
し
老
会
員
か

ら
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。③

次
に
有
線
放
送
料
金
徴
収
を

婦
人
会
で
実
施
し
、
手
数
料
と

し
て
三
千
二
百
余
円
を
い
た
だ

き
運
営
費
に
充
当
し
て
居
り
ま

す
。健

康
保
険
税
の
徴
収
も
税
の
創

設
当
初
よ
り
婦
人
会
が
担
当
し

て
居
り
ま
す
が
、
当
初
は
保
険

ま
す
。

お
く
れ
ま
し
た
が
私
達
の
部
落

は
、
昭
和
三
十
三
年
度
防
災
営

農
部
落
及
び
生
活
改
善
実
践
部

落
に
県
よ
り
指
定
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
防
災
営
農
の
見
地
か

ら
早
期
水
稲
が
普
及
し
、
跡
作

と
し
て
飼
料
作
物
を
作
る
よ
う

に
な
り
、
牛
の
飼
育
頭
数
が
増

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
サ
イ

ロ
」
の
増
設
な
ど
で
以
前
冬
季

青
草
を
山
野
に
求
め
て
い
た
婦

人
の
労
力
が
大
い
に
節
減
さ
れ

た
の
で
、
普
及
所
の
指
導
に
よ

り
家
庭
菜
園
の
充
実
に
着
手
し

ま
し
た
。

種
子
の
共
同
購
入
、
病
虫
害
防

除
、
薬
剤
の
共
同
撒
布
等
を
実

施
し
た
結
果
、
区
の
文
化
祭
に

出
品
し
て
優
等
を
始
め
多
数
入

賞
者
を
出
し
ま
し
た
。

更
に
菜
園
に
余
裕
の
あ
る
会
員

は
リ
ヤ
カ
ー
、
自
転
車
等
で
日

向
市
の
市
場
に
出
荷
し
ま
し
た

そ
の
方
々
の
話
を
伺
い
ま
す
と

　
コ
定
の
量
を
継
続
し
て
出
荷

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
季
節
的

に
市
場
の
好
み
、
動
向
を
伺
う

こ
と
が
出
来
る
の
で
、
今
後
は

会
員
一
同
で
話
合
い
、
有
利
な

読
菜
作
付
を
計
画
し
て
、
食
生

活
を
豊
か
に
す
る
と
共
に
、
共

同
出
荷
を
や
り
た
い
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
、
尚
、
食
生
活

の
改
善
と
し
て
、
季
節
料
理
又

保
存
食
の
講
習
会
等
も
数
回
行

い
ま
し
た
。
又
、
田
檀
時
期
の

農
繁
期
共
同
炊
事
を
ニ
ケ
年
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
田
植
の
時

期
だ
け
年
二
回
で
す
が
、
普
及

員
の
御
指
導
で
「
栄
養
料
理
が

格
安
で
い
た
だ
け
て
仕
事
の
能

率
が
上
る
」
と
い
う
こ
と
で
た

い
へ
ん
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
ま
す

次
に
私
達
は
衣
生
活
の
改
善
と

｝
い
う
こ
と
か
ら
、
改
良
作
業
衣

や
改
良
下
着
、
そ
の
他
手
甲
、

一

ワ
ラ
ブ
ト
ン
等
も
作
製
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
衣
服
整
理
と
い

税
の
認
識
が
浅
く
成
績
は
見
る
一
う
こ
と
に
は
手
を
出
し
た
こ
と

べ
き
も
の
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

た
が
、
下
々
に
向
上
し
つ
つ
あ
　
で
は
自
分
達
は
果
し
て
現
在
何

り
ま
す
の
で
、
是
非
完
納
に
持
ヌ
の
衣
る
い
を
持
っ
て
い
る
の

っ
て
行
き
た
い
と
念
じ
て
重
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
が
問

題
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
場
で

自
分
の
持
っ
て
い
る
着
物
数
を

は
っ
き
り
答
え
ら
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で

一
度
実
態
調
査
を
し
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
衣
の
係

の
人
を
中
心
に
全
員
が
協
力
し

二
八
名
の
主
婦
を
調
査
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
こ
こ
に

は
っ
て
あ
り
ま
す
表
が
そ
の
結

果
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
次
の

横
の
表
は
私
達
の
一
日
の
生
活

を
も
と
に
し
て
時
聞
を
日
数
に

な
お
し
て
年
間
の
大
体
の
生
活

状
態
と
い
う
も
の
を
比
較
し
た

も
の
で
す
。

　
「
外
出
着
の
三
七
、
七
％
に
対

し
て
外
出
時
間
の
＝
二
％
と
作

業
衣
と
農
作
業
に
要
す
る
時
間

そ
れ
ぞ
れ
を
こ
う
し
て
比
較
し

て
み
ま
す
と
、
ま
だ
ま
だ
合
理

的
な
衣
生
活
を
す
る
に
は
大
き

な
努
力
が
必
要
で
す
。

次
に

O
環
境
衛
生
の
面
に
つ
き
ま
し

て
は

夏
季
の
悪
疫
流
行
に
備
え
て
、

会
員
一
斉
に
大
掃
除
を
実
施
し

役
場
の
斡
旋
に
よ
り
消
毒
薬
剤

を
無
料
配
布
し
て
ハ
エ
、
カ
、

ノ
ミ
の
撲
滅
を
計
り
ま
し
た
。

尚
、
便
所
用
の
衛
生
手
洗
器
を

婦
人
会
で
購
入
し
て
各
戸
に
無

一
料
配
布
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の

他
毎
農
休
日
を
利
用
し
ま
し
て

共
同
基
地
の
清
掃
も
各
月
毎
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。

O
青
少
年
の
育
成
に
つ
き
ま
し

て
は

①
学
童
が
毎
日
曜
の
午
前
中
、

神
社
、
公
民
館
の
清
掃
を
十
五

ケ
年
も
継
続
実
施
し
て
居
り
ま

す
の
で
、
毎
年
五
月
五
日
子
供

の
日
に
学
用
品
を
贈
っ
て
表
彰

し
て
お
り
ま
す
。
更
に
学
童
の

夏
休
み
作
品
展
（
習
字
図
画
工

作
）
を
開
催
し
、
学
校
の
先
生

か
ら
採
点
し
て
も
ら
い
、
そ
れ

ぞ
れ
学
用
品
等
を
贈
り
表
彰
し

て
お
り
ま
す
。

夏
休
み
の
一
日
を
母
子
会
で
、

海
水
浴
に
行
き
楽
し
い
一
日
を

籔
詰
の
考
え
方
畜

行
動
に
感
心
出
来
な
い
面
が
あ

る
」
と
云
わ
れ
て
居
り
ま
す
の

で
、
婦
人
会
員
と
青
年
会
員
と

の
合
同
会
を
一
席
設
け
、
　
「
青

少
年
達
は
ど
ん
な
事
を
考
え
て

居
る
か
」
、
　
「
親
達
に
何
を
望

む
か
」
、
又
「
母
親
と
し
て
青

年
達
に
何
を
求
め
て
い
る
か
」

と
云
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
話
合

い
ま
し
た
。
始
め
て
の
こ
と
で

結
論
ら
し
い
も
の
は
出
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
御
茶
を
飲
み
合
っ

て
、
な
ご
や
か
な
ク
リ
ス
マ
ス

の
一
夜
を
過
し
ま
し
た
。
今
後

は
こ
の
会
を
益
々
発
展
さ
せ
て

融
和
を
計
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
他
の
事
業
と
し

て
毎
年
九
月
十
五
日
の
老
人
の

日
に
は
、
婦
人
会
員
の
手
料
理

に
よ
る
敬
老
会
を
開
催
し
、
記

念
品
を
贈
り
、
又
会
員
が
余
興

等
を
催
し
、
老
人
を
な
ぐ
さ
め

感
謝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
申
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
何

も
人
目
に
つ
く
よ
う
な
仕
事
は

出
来
て
居
り
ま
せ
ん
が
、
徐
々

で
は
あ
る
が
会
員
全
部
が
「
融

和
一
体
」
と
な
っ
て
、
総
べ
て

共
同
の
力
に
よ
っ
て
助
け
合
っ

て
行
こ
う
と
い
う
気
分
に
向
っ

て
い
る
こ
と
が
会
、
運
営
の
強

み
で
あ
り
、
益
々
維
持
増
進
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
て
居
り
ま

す
。

保
健
だ
よ
り

幼
い
子
供
に
も
親
に
も
最
も
怖

ろ
し
い
小
児
ま
ひ
（
急
性
灰
白

随
炎
）
は
年
々
拡
が
る
一
方
で

す
。昨

年
の
北
海
道
や
北
九
州
の
集

団
発
生
は
い
ま
だ
に
絶
て
お
り

ま
せ
ん
。
県
内
の
発
生
数
も
増

え
て
お
り
ま
す
。
小
児
ま
ひ
の

絶
滅
は
世
界
の
課
題
で
あ
る
と

と
も
に
子
供
を
守
る
私
達
親
兄

弟
の
義
務
で
も
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
度
に
は
こ
の
小

児
麻
痺
の
流
行
を
防
ぐ
た
め
に

法
律
も
出
来
ま
す
が
そ
れ
に
先

き
だ
っ
て
緊
急
措
置
と
し
て
昭

和
三
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
三

十
五
年
六
月
三
十
日
迄
に
生
れ

た
乳
幼
児
に
対
し
て
は
二
月
か

ら
三
月
に
予
防
接
種
を
行
い
そ

れ
以
外
の
乳
幼
児
に
つ
い
て
も

次
々
に
予
防
注
射
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

又
予
防
接
種
の
料
金
（
手
数

料
）
に
つ
い
て
も
次
の
人
達
は

減
免
さ
れ
ま
す
。

1
、
村
民
税
の
課
税
を
さ
れ
な

　
い
保
護
者
の
乳
幼
児
は
全
額

　
免
除

2
、
生
活
保
護
法
に
依
る
保
護

　
を
受
け
て
い
る
保
護
者
の
乳

　
幼
児
は
全
額
免
除
（
例
え
ば

　
生
活
扶
助
と
か
医
療
扶
助
と

　
か
教
育
扶
助
と
か
の
申
一
つ

　
で
も
該
当
す
る
者
は
こ
の
免

　
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

3
、
村
民
税
の
均
等
割
丈
納
付

　
し
て
い
る
保
護
者
は
手
数
料

　
の
％
は
免
除
さ
れ
ま
す
。
こ

　
の
場
合
は
一
回
の
料
金
二
八

　
六
円
で
注
射
が
出
来
ま
す
。

4
、
そ
の
他
村
長
が
適
当
と
認

　
め
た
者
は
減
免
さ
れ
ま
す
。

5
、
1
～
4
の
い
ず
れ
に
も
該

　
も巳、

魔
ｵ
な
い
者
は
全
額
自
己
負

衛
生
係

　
担
で
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば

　
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
は

　
大
体
一
回
三
四
七
円
に
な
り

　
ま
す
。

小
児
麻
痺
の
予
防
接
種
の
日
程

は
決
定
次
第
に
区
長
さ
ん
組
合

長
さ
ん
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

該
当
者
の
保
護
者
に
は
直
接
通

知
を
し
ま
す
が
通
知
の
な
い
人

も
申
出
て
下
さ
い
。

該
当
年
令
以
外
の
乳
幼
児
（
昭

和
三
四
年
七
月
以
前
に
生
れ
た

幼
児
）
で
注
射
を
希
望
さ
れ
る

方
は
区
長
さ
ん
か
役
場
衛
生
係

に
あ
ら
か
じ
め
申
込
み
し
て
お

い
て
下
さ
い
。

大
体
の
実
施
計
画
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
小
児
麻
擁
予
防
接
種
計
画

1昭
和
三
十
四
年
七
月
一
日
か
ら

三
十
五
年
六
月
三
十
日
迄
に
生

れ
た
乳
幼
児

　
二
月
末
か
ら
三
月
中
に
一
、

　
二
回
を
実
施

2昭
和
三
十
五
年
七
月
一
日
か
ら

三
十
五
年
九
月
三
十
日
迄
の
間

に
生
れ
た
乳
幼
児

　
四
月
か
ら
六
月
ま
で
に
一
、

　
二
回
実
施

3昭
和
三
十
五
年
十
月
一
日
か
ら

三
十
六
年
三
月
三
十
日
の
間
に

生
れ
た
乳
幼
児

　
一
〇
月
か
ら
一
二
月
の
間
に

　
一
、
二
回
実
施

悪
性
の
感
冒
も
流
行
し
て
い
ま

す
。
本
年
は
予
防
接
種
ワ
ク
チ

ン
が
不
足
し
て
お
り
ま
す
の
で

平
常
に
注
意
し
て
予
防
に
万
全

を
期
し
て
下
さ
い
。
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今
月
は
固
定
資
産
税
第
四
期

の
納
期
で
す

二
月
二
十
八
日
ま
で
に
納
め

て
下
さ
い
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厚
生
だ
よ

　
傷
病
恩
給
請
求
の

　
時
敗
に
つ
い
て

昭
和
二
十
八
年
恩
給
法
の
一
部

改
正
で
過
去
に
お
い
て
傷
病
恩

給
の
裁
定
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
者
で
昭
和
二
十
九
年
四
月
一

日
現
在
の
症
状
が
第
一
款
症
か

ら
第
五
款
症
ま
で
の
程
度
に
あ

る
も
の
は
、
そ
の
日
現
在
の
症

状
に
よ
り
請
求
す
る
よ
う
に
改

正
さ
れ
、
す
で
に
大
部
分
の
者

は
請
求
が
終
っ
て
い
る
も
の
と

思
は
れ
ま
す
が
ま
だ
請
求
し
て

い
な
い
者
は
昭
和
三
十
六
年
三

月
三
十
一
日
で
時
効
と
な
り
ま

す
か
ら
期
限
内
に
請
求
す
る
よ

う
御
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
入
学
を
記
念
し
て

　
　
簡
易
保
険
を

こ
の
春
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ま

を
お
も
ち
の
、
御
家
庭
で
は
入

学
期
を
ひ
か
え
、
い
ろ
い
ろ
と

準
備
に
心
を
、
お
く
ば
り
の
こ

と
で
し
ょ
う
。

御
子
様
を
一
人
前
に
育
て
、
り

つ
ば
な
社
会
人
と
し
て
送
り
だ

す
た
め
教
育
だ
け
は
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
に
受
け
さ
せ
た
い
の
が
、

親
心
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
最
近
発
表
さ
れ
た
文

部
省
の
教
育
費
調
査
に
よ
り
ま

す
と
、
小
学
校
か
ら
大
学
を
卒

業
す
る
ま
で
の
教
育
費
は
比
較

的
学
資
の
か
か
ら
な
い
官
公
立

学
校
を
選
ん
で
も
五
〇
万
円
は

か
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
う
ち
大
学
四
年
間
の
教
育

費
が
最
も
多
く
て
三
〇
万
円
か

か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
自
宅
か
ら
通

学
す
る
場
合
の
こ
と
で
、
通
学

で
き
な
い
遠
方
の
都
会
え
出
し

て
下
宿
で
も
さ
せ
れ
ば
、
そ
の

費
用
は
一
そ
う
か
さ
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
教
育
の
た
め
に
は

ず
い
ぶ
ん
と
費
用
が
か
か
り
ま

す
の
で
将
来
の
学
資
の
準
備
と

し
て
お
子
さ
ま
が
、
お
ち
い
さ

い
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
準
備
を
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま

り

す
。郵

便
局
で
は
た
だ
い
ま
お
子
さ

ま
の
御
入
学
を
記
念
し
て
将
来

の
進
学
費
用
に
お
あ
て
に
な
る

簡
易
保
険
え
の
加
入
を
お
す
す

め
し
て
い
ま
す
。

簡
易
保
険
は
ご
承
知
の
と
お
り

毎
月
ご
希
望
の
日
に
郵
便
局
か

ら
集
金
に
ま
い
り
ま
す
の
で
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
お
金
が

積
み
立
て
ら
れ
お
子
さ
ま
が
上

級
学
校
に
進
学
さ
れ
る
こ
ろ
に

は
一
〇
万
円
と
か
二
〇
万
円
と

い
う
、
ま
と
ま
っ
た
お
金
が
お

受
取
り
に
な
れ
ま
す
の
で
、
お

子
さ
ま
の
学
資
の
準
備
に
は
大

変
便
利
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
か
わ
い
い
お
子
さ
ま
の

将
来
を
守
る
た
め
に
入
学
を
記

念
し
て
、
こ
の
際
簡
易
保
険
を

利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
。

「
博
士
号
覗
賀

　
　
ふ
る
さ
と
を
偲
ぶ
会
」

だ
よ
り

都
　
　
甲
　
　
鶴
　
　
男

延
岡
市
在
住
の
「
ふ
る
さ
と
を

偲
ぶ
会
」
は
二
月
八
日
夜
都
甲

邸
に
て
開
催
、
越
智
会
長
御
夫

妻
都
甲
、
海
野
強
、
高
森
文
夫

塩
月
良
一
、
こ
の
日
の
主
客
は

東
郷
村
で
初
め
て
博
士
号
を
獲

得
さ
れ
た
高
森
通
夫
御
夫
妻
で

あ
り
ま
し
た
。

医
学
樽
士
の
学
位
を
得
ら
れ
た

通
夫
氏
御
夫
妻
は
、
と
て
も
大

喜
び
、
越
智
冷
水
会
長
の
訓

示
、
放
談
、
　
ユ
ー
モ
ア
ま
じ
り

の
座
談
に
は
会
員
一
同
時
を
忘

れ
て
の
祝
賀
会
で
あ
り
ま
し
た

高
森
通
夫
氏
奥
さ
ん
や
越
智
清

奥
さ
ん
の
ス
キ
焼
き
を
舌
つ
つ

み
な
が
ら
、
持
こ
ま
れ
た
一
級

酒
の
う
ま
さ
、
そ
れ
に
も
ま
し

て
ふ
る
さ
と
の
話
、
　
「
た
こ
し

を
三
つ
ち
よ
る
か
」
と
は
越
智

さ
ん
の
質
問
、
　
「
た
こ
し
が
通

る
と
き
や
、
親
指
を
こ
ん
げ
し

て
か
く
れ
て
見
た
も
ん
だ
」
何

の
こ
と
か
さ
つ
ば
り
分
ら
ん
顔

を
し
て
い
る
の
は
塩
月
良
一
と

通
夫
追
酒
さ
ん
、
「
幸
川
の
本

流
と
支
流
の
坪
谷
川
と
は
ど
っ

ち
に
、
え
れ
も
ん
が
出
ち
よ
つ

と
思
う
か
」
、
こ
れ
も
越
智
さ

ん
の
呼
び
か
け
…

「
い
い
か
矢
野
力
治
、
奈
須
熊

藤
井
満
義
、
甲
斐
善
平
、
越
智

渓
水
、
小
野
弘
も
入
れ
ち
よ
か

ね
：
本
筋
の
方
に
は
博
士
が
た

っ
た
一
人
ぢ
静
ね
え
か
」
一
同

平
伏
し
て
鯛
　
て
い
る
の
か
、

笑
談
な
の
か
、
大
笑
い
の
中
に

何
ん
と
な
く
ふ
る
さ
と
の
味
が

出
て
来
て
面
白
い
、
面
白
い
、

愉
快
と
い
う
か
、
話
し
は
次
々

に
人
物
月
旦
、
ふ
る
さ
と
の
昔

こ
と
ば
や
な
ま
り
の
懐
し
さ
、

山
と
積
ま
れ
た
テ
ー
ブ
ル
の
肉

野
菜
も
、
一
向
減
ら
な
い
、
晒

が
面
白
く
て
。

三
月
廿
一
日
の
城
山
の
牧
水
歌

碑
祭
に
は
全
員
出
会
せ
よ
と
の

命
令
下
る
。
皆
平
伏
、
時
計
は

十
一
時
近
く
に
な
っ
た
が
、
一

同
酔
眼
も
う
ろ
う
と
し
て
ハ
イ

ヤ
ー
の
中
に
納
ま
る
。

「
ふ
る
さ
と
を
偲
ぶ
会
」
延
岡

に
居
る
東
郷
の
人
々
が
こ
の
次

か
ら
は
も
っ
と
集
る
よ
う
に
話

し
合
っ
た
。

と
に
か
く
東
郷
村
で
初
め
て
の

博
士
号
は
特
筆
大
書
し
て
い
い

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。そ

し
て
「
ふ
る
さ
と
を
偲
ぶ

会
」
は
益
々
元
気
は
つ
ら
つ
と

し
て
生
き
生
き
し
て
前
進
す
る

ノ

3り，
　’

一
4
ら

一

《

　
　
　
オ

沼
津
を
旅
ゆ
く

県
畿
小
　
野

牧
水
先
生
は
私
達
の
村
で
生
れ

沼
津
の
陰
の
家
で
亡
く
な
ら
れ

る
迄
四
十
四
年
間
、
そ
の
人
格
、

作
品
は
全
国
の
人
々
か
ら
胞
爽

さ
れ
没
後
三
十
三
年
を
経
た
今

日
尚
脈
々
と
し
て
波
を
打
ち
新

鮮
な
香
気
を
放
っ
て
い
る
。
作

晶
や
遺
蹟
を
通
じ
て
人
間
牧
水

の
感
じ
た
自
然
と
人
生
は
何
で

あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
は
お
互

の
心
を
豊
か
に
す
る
為
に
意
義

の
深
い
こ
と
だ
と
思
う
。

昨
年
の
九
月
十
七
日
野
は
沼
津

に
ゆ
く
機
会
を
得
た
。
二
度

の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
二
十
六

年
十
月
上
京
し
た
時
、
牧
水
祭

打
合
せ
の
た
め
沼
津
の
精
華
高

等
女
学
校
で
講
演
申
の
大
悟
法

さ
ん
を
訪
ね
て
、
つ
い
で
に
沼

津
か
ら
西
伊
豆
海
岸
の
古
宇
ま

で
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ

が
沼
津
ゆ
き
の
最
初
で
あ
っ
た

牧
水
先
生
が
大
正
九
年
八
月
東

京
か
ら
初
め
て
侶
津
に
移
ら
れ

て
借
り
た
待
謡
山
麓
の
前
田
さ

ん
宅
は
戦
災
に
焼
け
て
広
い
屋

敷
に
倉
庫
だ
け
が
残
っ
て
お
り

前
田
さ
ん
夫
妻
は
倉
庫
に
住
ま

れ
て
い
た
。
桜
の
多
い
石
の
門

は
そ
の
儘
残
っ
て
い
て
正
面
真

向
う
に
愛
鷹
山
が
そ
び
え
、
そ

の
日
は
老
桜
の
枝
を
通
し
て
富

士
山
が
仰
が
れ
た
。

◎
わ
が
門
ゆ
な
が
む
る
富
士
は

大
方
は
見
つ
く
し
た
れ
ど
い
よ

よ
飽
か
ぬ
か
も

O
怠
け
る
て
く
る
し
き
時
は
門

に
立
ち
仰
ぎ
わ
び
し
む
富
士
の

華はじ
め
て
み
る
千
本
松
原
の
歌

碑
は
亭
々
と
そ
び
ゆ
る
老
松
の

中
、
広
々
と
し
た
駿
河
湾
に

つ
て
建
っ
て
い
た
。
富
士
山
麓

か
ら
運
ん
だ
と
云
う
巨
石
に

O
幾
山
河
越
え
さ
り
行
か
ば
寂

し
さ
の
は
て
な
む
国
ぞ
今
日
も

旅
ゆ
く

の
歌
が
鮮
か
に
彫
り
刻
ま
れ
て

い
る
。

四
十
四
才
を
一
期
と
し
て
亡
く

な
ら
れ
た
陰
の
家
。
静
か
に
眠

る
菩
提
寺
の
乗
運
寺
、
こ
れ
等

の
遺
蹟
は
先
生
に
対
す
る
渇
仰

の
念
を
愈
々
禁
じ
難
く
し
た
。

そ
の
時
は
夕
方
か
ら
バ
ス
に
乗

つ
で
伊
豆
西
海
岸
を
古
宇
ま
で

い
っ
た
の
で
あ
る
が
宿
所
は
昨

年
亡
く
な
ら
れ
た
創
作
社
の
社

友
高
嶋
さ
ん
宅
で
あ
勢
た
。
牧

水
先
生
も
こ
の
あ
㌔
噸
が
気
に

弘

入
っ
て
大
正
十
二
年
八
月
に
は

保
養
労
々
家
族
同
伴
で
一
ケ
月

余
を
過
さ
れ
て
い
る
。

私
は
翌
朝
古
宇
か
ら
沼
津
に
帰

る
舟
の
中
で
み
た
富
士
の
秀
峯

を
今
尚
忘
る
こ
と
が
出
来
な

い
。
端
麗
な
姿
が
新
鮮
な
記
億

と
な
っ
て
甦
る
。

今
度
は
菩
提
寺
の
乗
運
寺
で
三

十
三
回
忌
が
営
ま
れ
翌
十
八
日

に
は
香
貫
山
に
歌
碑
が
立
ち
そ

の
除
幕
式
が
あ
る
と
云
う
の
で

あ
る
。
丁
度
今
日
は
郷
里
の
坪

谷
で
も
盛
大
な
牧
水
祭
が
行
わ

れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
想
像
し
乍

　
東
京
を
十
三
時
に
発
っ
て
十

五
時
沼
津
に
着
い
た
。
直
ち
に

乗
運
寺
に
か
け
つ
け
る
と
其
処

に
は
既
に
先
年
群
馬
県
め
暮
坂

峠
で
知
り
合
っ
た
人
達
が
親
し

く
迎
え
て
く
れ
た
。
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舜

◇
耳
を
す
ま
す
と
、
前
の
田
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
か
ら
も
裏
の
丘
か
ら
も
春
の

　
あ
し
音
が
、
か
す
か
に
聞
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
て
来
る
。

　
森
の
中
に
も
、
空
に
も
春
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曜

　
歌
が
ほ
の
か
に
奏
で
ら
れ
て
　
　
、

　
い
る
。

　
春
を
待
つ
心
は
楽
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融

◇
流
行
性
感
冒
が
ど
こ
そ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U

　
は
や
り
初
め
た
。

　
こ
れ
が
予
防
の
方
法
も
色
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
あ
る
が
、
最
も
簡
単
に
実
行
　
　
し

　
出
来
る
方
法
は
「
う
が
い
」
　
　
属
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ

　
で
あ
ろ
う
。

　
外
か
ら
帰
っ
た
時
な
ど
は
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
5

　
ず
「
う
が
い
」
を
実
行
し
よ

　
ワ
つ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
凱

◇
二
月
八
日
は
「
針
供
養
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
伽

　
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
針
供
養
の
行
事
も
今
日
で
は

　
縁
遠
い
行
事
で
あ
る
が
、
こ
　
　
’

　
の
中
に
盛
ら
れ
て
小
る
「
吻

　
え
の
感
謝
の
心
」
は
尊
い
と

　
思
っ
て
い
る
。

　
い
つ
ま
で
も
、
も
ち
つ
づ
け

　　
@　
@　
@　
@　
@　
@　

o

　
た
い
も
の
で
あ
る
。

◇
す
べ
て
の
も
の
に
生
命
は
あ

　
る
。

　
そ
の
生
命
を
お
互
の
生
活
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駄

　
た
め
に
供
し
た
と
す
れ
ば
、
　
　
　
重

　
そ
の
生
命
に
対
し
て
感
謝
の
　
　
　
・

　
念
を
起
す
だ
け
の
仏
心
は
お
　
　
　
・

　
互
持
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。
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